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　D．H．ロレンスの処女作『白孔雀』における中心的登場人物ジ・一ジは，1乍

品の第三部において次第に飲酒にふけり，精神的，肉体的に崩壊していく。し

かしジョージは前半では粗野ではあるが土地に生ぎる農民としての健康な肉体

と精神をもち，レティとシリノレに素朴な彼の魅力をふりまいていた。特にアル

コール中毒になってからの彼の凋落ぶりは目をおおわしめるものがある。この

小論では，ジョージの堕落と崩壊の原因を探り，あわせてそういったジョージ

を生みだした作者ロレンスの当時の心境を明らかにしたい。

1

『白孔雀』の冒頭は次のような文章で始まっている。

　私は水車用貯水池の薄暗がりのなかを影のような魚がすべってゆくのを

じっと見ていた。それらは灰色で，この谷がまだ若く活気にあふれていた

頃，修道僧たちのもとを逃れてきた銀色の魚の子孫であった。この場所全

体が老年期のものおもいにふけっていた。向こう岸のこんもり茂った木々

は暗く落ち着きはらっていて，太陽の光とたわむれることもなかった。あ
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たりの雑草は密生していて動かず，小島の柳がゆらぐ風さえなかった。

（P．13）

　小説の舞台になったネザミアという池とそのまわりの描写であるが，文字通

り「眠り」の状態を呈している。そしてその近くにある農場に住む小説の中心

的登場人物ジ・一ジもその精神構造においてなかば眠っている。

「君の人生は寝ることばかりじゃないか。だれかが君をぐいっとひっぱ

って起こしたら僕は笑ってしまうだろうな」（p．13）

　こういった自然児ジ・一ジをめざめさせるのは，彼の友人シリノレとその妹V

ティである。

　vティはジ・一ジよりも社会的に階級が上で，知性もはるかにまさってお

り，音楽や美術にも造詣が深い。しかも彼女にはジ・一ジの無知と粗野な振舞

をあざけり，同時に彼を挑発するといった面もあった。

　「あなたはこれが気にいっているんでしょう」とVティはすべてが分か

っているとでも言いたげであった。それはまるで，こういった人間の気に

入るためには魂の広大なページのなかから正しいページをめくりあてさえ

すればよいといった口調であった。（p．28）

　「私はあなたに教えてあげているのよ」と彼女は言った。「あなたが子供

っぼくなるととても晶があるわ。ふつうの男は，男の威厳が落ちるのをお

それてとても少年にはなれないのよ。そこでそういった男は哀れな馬鹿者

になってしまうのよ」（p．40）

レティはジ・一ジの健康な肉体と精神に魅力を感じ，ジ・一ジが麦刈りをし
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ている時，思わず彼の腕をさわりたくなる程であった。彼女は彼に自分にはな

い生命の躍動を感じ，少年のように純粋なジ・一ジを彼女なりに愛していた。

一方ジ・一ジは自分には欠けている多くのものがンティにある事を痛感し，も

しレティがいなければ水にぬれた小麦の束のように自分はだめになってしまう

とシリルに告白する。（p．328）

　レティとジ・一ジの間にはおたがいにひきあうものがあることは事実である

が，レティは彼女の洗練された趣味を，彼を苫しめたり挑発したりする武器と

して使った。ジョージにとって彼女は「誘惑者」なのである。

　レティは終始一貫してジ・一ジを自分にひきつけて散々もてあそんだ結

果，ジ・一ジの性格をずたずたに引き裂いてしまう。つまり，二人の関係

の本質を一言でいえば，ジ・一ジに対するレティの誘惑にあるのである。

　ロレンスはこの誘惑の主題を，バイブノレのアダムに対するイヴの誘惑に

なぞらえて，リンゴや蛇のイメージを借りて語っているが，ロレンスが示

している誘惑の慨念は，必ずしもキリスト教における誘惑の概念と同じで

はない。

　「リンゴの見せびらかし」とか，「禁じられたリンゴの魅力」というタイ

トノレは，明らかにリンゴによるイヴの誘惑になぞらえたタイトノレだが，レ

ティがジ・一ジを誘惑するのは主として音楽という美的なものによってで

ある。この点は「ヴィジ・ンを売る者」という章でも同様である。ヴィジ

・ンを売る人間というのはいうまでもなくVティであって，彼女はジ・一

ジに音楽や絵画の美を味わわせようとし，さらに料理の微妙な分析を強制

しようとする。

　『白孔雀』という小説を理解する上でもっとも大切なのは，こういうヴ

ィジ・ンだとか美的なものという範嬉が，人間的に望ましい価値を表わす

概念では決してなくて，遡こ人間を破滅に導く悪魔的な要因として描かれ

ている点を理解することにある。そして白く燐光を放つ，その観惑的なカ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
を象徴するものこそ「白孔雀」というシンボルに他ならないのである。

　レティが音楽とか美術といった感性に訴えるものでジ・一ジをめざめさせよ

うとしたのとは対照的に，シリルは学問とか哲学といった理性に訴えるもので

彼を「教育」しようとした。シリルがジ・一ジに教えた内容は，化学，生物学，

心理学，人生論，性およびその起源，シ・一ペンハウエル，ウィリアム・ジェー

ムズ等であった。（p．75）

　こういったレティとシリルによる「教育」の結果，ジョージはそれまで彼を

支えてきた自然とその中で営まれる農耕生活に違和感をおぼえはじめ，自分の

世界が一体何であるか分からなくなる。

　「ここに僕をひき止める何がある？谷はすっかり荒らされて，i’F：・rlvaもつ

くっても利益があがらない。他人がどう僕たちを考えるかを考える自由も

ないし，あたりの何もかもがいつも同じで自分を変えることもできない。

なぜかというと，見るものすべてが相変らず古い同じ感情しかあたえてく

れず，新鮮な感じ方をするじゃまになっているからなんだ。一体何かに価

するものがあるか？　僕の人生で持つに価するものがあるか？二（p．81）

　元1は僕の人生を目覚めさせた　一今では僕は以前の僕だったらけっし

て考えなかったようなことを考えている」

　「ああ！一一一ほんとうにごめんなさい，ごめんなさい」

　「気にしなくてもいいよ　一ごめんなんて言うなよ。しかしこれから僕

はどうなるんだろう？」（p．139）

　以上の二つの引用で「僕」と言っているのはもちろんジ・一ジであり，最初

の引用ではシリノレに，次の引用ではレティに話しかけている。
　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　たしかにムアも指摘しているように，ジョージはレティを得ようと努力すれ
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ぽ得られたかもしれないし，シリノレとレティの彼に対する「教育」の影響から

自己を守り確立する意欲に欠けていた。この点でジ・一ジは主体性がなく無気

力であると言われてもしかたがない。しかし，この小説の第三部におけるジ・

一 ジの惨めな堕落と衰弱の根本的原因はレティとシリル，とくにレティの彼に

対する「教育」と，そのあとの面倒をみようとしない気ままさと無責任さにあ

る。そして最初の引用にもあったように，ジ・一ジが土地に対する愛着を失い

つつあった事　　地主の兎飼育による農地の荒廃化がジョージたちの経済的苦

境を招いた　　が彼の堕落と衰弱の間接的原因であると思われる。かりに農地

がそれほど荒廃しなくても，彼が一生土地にしがみ続けたとは考えにくい。「教

育」の結果ジ・一ジはすっかり人間が変ってしまったのである。彼は自己の正

体（identity）を確認できなくなっており，いわば根こぎにされたも同然である。

「教育」がそれをしたのは間違いない。エミーノレ・デラベネは次のように述べて

いる。

　ジョージの悲劇がレティの質問に対する答えを暗示している。つまり人

類は原始的な素朴さから離れてしまい，現代生活に要求される果てのない

適応は，意識が最小になり，本能がもっとも確かな行動の指針となるよう

な生き方を否定しているという答えを。物語の最初からジ・一ジは昔から

の古いいなかの世界　　自然に近い眠った世界　　を代表している。ル

ソーの真の息子である彼は，食事の時間を知らせる時計を持つ必要がない。

しかし彼よりも二高い教養」をもつ女性に対する愛情に刺激されてジ・一

ジが窪得する教育は，彼を眠りの状態からさまし，なかば教化されたまま
　　　　　　　　（3）
に放置するであろう。

　レティへの求婚失敗後，ジ・一ジはすぐにいとこのメグと結婚するが，それ

はまるで失恋の痛手をいやすためであるかのように読者には見える。そしてレ

ティとの交際中強く感じていた「階級の差」を解消するために，馬の売買の仲
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買にも手を出し，それなりに成功を収めるが，次第に飲酒にふげるようになり，

別人のように変貌していく。ジョージには昔のように土地にかえることもでき

ず，心の空虚さを満たしてくれるものは酒以外になかった。メグもそんなジ・

一 ジから次第に離れ，子供たちに生きがいを求めるようになる。そして彼は肉

体的にも衰弱してゆくのである。

皿

　シリルとレティの父親が物語の中でほとんど姿を見せないこと（長い間蒸発

していて，突然死去が手紙で知らされる），ビアズオーノレ（ロ1／ンスの母の旧

姓）家の社会的階級が実際の階級（労働者階級）よりも上昇していること一

当時の文学上の慣習であることは事実であるが一等はロレンスの母親の彼に

対する影響を抜ぎにしては語れない。『息子と恋人』において描かれたように，

ロレンスの母親は叢格な清教徒で，酒びたりの夫を軽蔑し息子たちが父親の識

業につかない事を願っていた。そして「息子であって恋人」であっf：VVンス

は母親の期待と顎望を強く感じていた。当然二十代前半の作品である『白孔雀』

にもそれは反映され，彼は『白孔雀』をいわば母親に捧げたようなおもむきが

ある。

　「『白孔雀』の図版がニューヨークから来た」と言われるのは，表紙のデ

ザインの図版でしょうか，それとも何でしょうか。ちょっと知りたく思い

ます。私はあの本は急ぎたいのです。自分であまり気にかけているのでは

ありません。しかし，母が明瞭な意識のあるうちに，それを見せてやりた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
いのです。母はほんとにひどく病気が悪いのです。

　ジ・一ジが本能と直観の世界に生きる自然児として登場しながら，自己の価
　　　　　　　　　　　　　　（5）
値を認識せず，r生命の炎を否定」するという誤りを犯したのは，当時のロレ
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ンスがまだジョージの持つ魅力よりもレティやシリノレ等に代表される知性IZZ一

層魅力を感じていたことと関係がある。二十代前半のロレンスは読書欲がさか

んで，絵もかいており，知性を否定する段階まで自己の思想が深まっていなか

った。メアリー・フリーマンは次のように述べている。

　しかしレティは影のようで傍観者的なシリルよりも，当時のロVンスの

考え方を一層よく体現している。彼女にロレンスは，苦痛と快楽を同時に

味わいたいという彼の願望は英国中部地方において達成しうる，という証
　　　　　　（6）
明義務を課した。

　いわぽ社会的階級を上昇したいというレティの願いは，同時にロレンスの隠

された願望でもあるとメアリー・フリーマンは指摘しているわけである。ロレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
ンスと彼の母は強い絆で結びついており，母の階級上昇への願望が同時にシリ

ノレやレティ（当時のロレンスの分身）を生み出したロレンスの願望であったろ

うと推測できる。そういう心理状態の彼であったから，ジ・一ジは素朴な生命

感にあふれた農夫にもシリルやレティのような観念をもてあそぶ知識人にもな

れず，いわば放浪者として終わってしまったのではないだろうか。当時のロV

ンスは，ジ・一ジの表わす本能的，直観的世界の価値に心ひかれながらも，そ

れを知性よりも深く根源的であると確信できなかったことがうかがわれる。

　しかしそうだからといってロレンスがまったく母親に批判なしに従属してい

たとも言えない。猟場番人アナブノレの激しい女性嫌悪，ジ・一ジの妻メグの夫

を疎外し子供たちを身方につけるありさまの描写，レティやエミリーの夫に対

する支配的な態度の描写などにみられるように，ロレンスはすでに彼の母親の

生き方や価値親に疑問をもちはじめていた。メアリー・フリーマンも指摘して
　　　　（8）
いるように，彼は女性のなかに，男性を支配し従属させようとする傾向を認め

ていたのである。そして彼の現実に迫ろうとする努力はさらに，物語の背景に

なっている中部イングランドの自然がすでに産業化の波に洗われていて，かな
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らずしも楽園ではないことをつきとめ，それを物語のなかに反映させようとし

た。

　『白孔雀』の第二部では，初めから炭鉱の暗さ，ストライキ，サックス

トン氏の銃による兎の殺害など，残酷で暗いイメージが多く見出される。

美しい自然描写にまじって，炭鉱の捲上機の影にかくれたスラム街などが

時々頭を出す。これらは「人工の英国」，すなわち文明に没されたもので

あるが，人間もまたこのような状況に直面して，牧歌的ユートピァの世界
　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
に浸りきったままでいる訳にはいかない。

　ロレンスの青春時代で，きわめて重要な役割をはたしたジェシー・チェン

バーズ（『白孔雀』におけるエミリーの毛デル）によれば，『白孔雀』の第一稿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
は「その背景を別にして，私には通俗小説的で，非現実的にみえたこそうであ

る。第一稿ではジ・一ジとレティが結婚するそうで，ジェシー・チェンバーズ

にはそれが疑わしく思えたようである。その感傷的な第一稿をロレンスはすっ

かり書き直し，現行の『白孔雀』が完成したわけであるが，この最終稿におい

て彼は今まで述べてきたように，産業化が自然界の中に品入しつつあるさまと

それにまきこまれた人間の姿，および彼の母親を含む女性の男性に対する征服

的態度を表現することができた。ジ・一ジも第一稿よりははるかに複雑で真実

味を帯びた人物になった。それなりにロレンスはより深く現実を見つめられる

ようになってきていたのであろう。

　ジ・一ジは単純で神を恐れる敬度な郷士から、内面的成長が阻害される

結果，その後の繁栄もくずれてしまう男に発展した。それは最初の溝想か

らくらべると大変な進歩であり，私には不吉な予言者的性格をもつ人物の
　　　　　　（11）
ように思われた。
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　ロレンスの現実理解がより徹底的なものであったら，ジ・一ジはもっと本能

的で直観力にすぐれた象徴的人物になっていたかもしれない。第一稿にくら

べ，最終稿のジ・一ジは確かに複雑な人物になっているが，所詮『白孔雀』執筆

時のロレンスは，『息子と恋人』執筆時とは違って自分が属するうす汚れた炭
　　　　　　　　　　　　（］2）
坑の世界を外側から見ていた。それで次第に現実がよりはっきりと見えつつあ

ったとは言え，彼はシリノレがほとんどいつもそうであるように，単なる観察者

に終始してしまったと考えられる。ジ・一ジはその結果，知性と本能のどちら

の世界にも属せないまま，酒びたりになって堕落してしまったのである。作者

ロレンスも二つの世界の間に立って，前途を暗中摸索していたことであろう。
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